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ロ

イ
の
指
令
を
受
け
た
旨
を
記
録
す
る
機
能

ハ

指
令
を
行
う
べ
き
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
を
特
定
す
る
機
能

ニ

そ
の
特
定
し
た
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
指
令
を
行
う
に
当
た
り
、
当
該
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
が
実
行

す
る
こ
と
が
で
き
る
内
容
及
び
形
式
に
指
令
の
付
加
及
び
変
換
を
行
い
、
最
適
な
経
路
を
選
択
す
る
機
能

四

不
正
ア
ク
セ
ス
防
御
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
（
不
正
ア
ク
セ
ス
を
防
御
す
る
た
め
に
、
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
た
次
に

掲
げ
る
通
信
プ
ロ
ト
コ
ル
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
機
能
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
不
正
ア
ク
セ

ス
防
御
機
能
」
と
い
う
。）を
有
す
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
対
応
す
る
も
の
を
い
う
。）又

は
不
正
ア
ク
セ
ス
防
御
装
置
（
不
正
ア
ク
セ
ス
防
御
機
能
を
有
す
る
も
の
の
う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
対
応
す

る
も
の
を
い
う
。）の
う
ち
、
国
際
標
準
化
機
構
及
び
国
際
電
気
標
準
会
議
の
規
格
一
五
四
〇
八
に
基
づ
き
評
価
及

び
認
証
さ
れ
た
も
の
（
前
三
号
に
掲
げ
る
減
価
償
却
資
産
の
い
ず
れ
か
と
同
時
に
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。）

イ

通
信
路
を
設
定
す
る
た
め
の
通
信
プ
ロ
ト
コ
ル

フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
機
能
（
当
該
通
信
プ
ロ
ト
コ
ル
に
基

づ
き
、
電
気
通
信
信
号
を
検
知
し
、
通
過
さ
せ
る
機
能
を
い
う
。）

ロ

通
信
方
法
を
定
め
る
た
め
の
通
信
プ
ロ
ト
コ
ル

シ
ス
テ
ム
侵
入
検
知
機
能
（
当
該
通
信
プ
ロ
ト
コ
ル
に
基

づ
き
、
電
気
通
信
信
号
を
検
知
し
、
又
は
通
過
さ
せ
る
機
能
を
い
う
。）

ハ

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
通
信
プ
ロ
ト
コ
ル

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
侵
入
検
知
機

能
（
当
該
通
信
プ
ロ
ト
コ
ル
に
基
づ
き
、
電
気
通
信
信
号
を
検
知
し
、
通
過
さ
せ
る
機
能
を
い
う
。）

第
五
条
の
十
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
五
条
の
十
一

削
除

第
五
条
の
十
二
の
見
出
し
を「（
公
害
防
止
用
設
備
の
特
別
償
却
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中

「
第
四
項
に
」
及
び
「
第
四
項
第
二
号
に
」
を
「
第
三
項
に
」
に
改
め
、「
大
気
汚
染
防
止
法
」
の
下
に「（
昭
和
四
十
三

年
法
律
第
九
十
七
号
）」を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
一
項
と
し
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、同
条
第
四
項
中「
次

の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
」
を
「
更
新
設
備
（
指
定
公
害
防
止
用
設
備
で
そ
の
事
業

の
用
に
供
し
な
く
な
つ
た
も
の
に
代
え
て
当
該
事
業
の
用
に
供
さ
れ
る
指
定
公
害
防
止
用
設
備
を
い
う
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
同
じ
。）が
原
因
物
質
の
量
、
濃
度
及
び
汚
染
状
態
の
指
標
に
関
し
大
気
汚
染
防
止
法
又
は
水
質
汚
濁
防
止
法

（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
規
制
基
準
（
第
三
号
に
お
い
て
「
大
気
汚
染

防
止
法
等
の
規
制
基
準
」
と
い
う
。）の
適
用
を
受
け
る
施
設
に
係
る
次
に
掲
げ
る
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う

に
改
め
る
。

一

更
新
設
備
か
ら
排
出
さ
れ
る
ガ
ス
又
は
水
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百

五
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
濃
度
が
同
法
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
規
制
基
準

に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

二

更
新
設
備
の
原
因
物
質
の
量
、
濃
度
及
び
汚
染
状
態
の
指
標
に
関
す
る
処
理
前
の
数
値
を
処
理
後
の
数
値
で
除

し
て
計
算
し
た
割
合
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
処
理
能
力
」
と
い
う
。）が
当
該
事
業
の
用
に
供
し
な
く
な
つ
た

指
定
公
害
防
止
用
設
備
の
処
理
能
力
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

更
新
設
備
の
原
因
物
質
の
量
、
濃
度
及
び
汚
染
状
態
の
指
標
に
関
す
る
処
理
後
の
数
値
を
大
気
汚
染
防
止
法
等

の
規
制
基
準
に
係
る
数
値
で
除
し
て
計
算
し
た
割
合
が
百
分
の
六
十
以
下
で
あ
る
こ
と
。

第
五
条
の
十
二
第
四
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
当
該
各

号
に
定
め
る
」
を
「
次
に
掲
げ
る
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
書
類
の
写
し
（
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
表
の
第

一
号
、
第
二
号
若
し
く
は
第
四
号
の
上
欄
に
規
定
す
る
特
定
施
設
又
は
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和

四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
施
設
に
あ
つ
て
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別

措
置
法
第
三
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
法
律
又
は
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
の
次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に

規
定
す
る
規
定
の
相
当
規
定
に
基
づ
く
書
類
及
び
こ
れ
ら
の
法
律
の
当
該
相
当
規
定
に
よ
り
届
出
を
し
た
こ
と
又

は
許
可
若
し
く
は
認
可
を
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
書
類
の
写
し
）
及
び
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置

法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
総
理
府
令
第
六
十
七
号
）
第
八
条
に
規
定
す
る
報
告
書
の
写
し

イ

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
し
た
書
類
及
び
同
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
添
付
書
類
並
び
に
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
五
条
に
規
定
す
る
受
理
書

ロ

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
し
た
書
類
及
び
同
条
第
三
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
添
付
書
類
並
び
に
当
該
届
出
を
し
た
こ
と
が
明
ら

か
と
な
る
書
類

ハ

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
し
た
書
類
及
び
同
条
第
三
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
添
付
書
類
並
び
に
当
該
届
出
を
し
た
こ
と
が
明
ら

か
と
な
る
書
類

第
五
条
の
十
九
の
見
出
し
を「（
障
害
者
を
雇
用
す
る
場
合
の
機
械
等
の
割
増
償
却
等
）」に
改
め
、同
条
第
二
項
中「
第

六
条
の
六
第
六
項
」
を
「
第
六
条
の
六
第
五
項
及
び
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
二
十
第
二
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一

項
を
加
え
る
。

施
行
令
第
六
条
の
七
第
一
項
第
五
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
割
合
は
、
二
分
の
一
と
す

る
。

第
六
条
の
見
出
し
を「（
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
の
割
増
償
却
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
十
四
条
第
二
項

第
一
号
」
を
「
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
七
条
第
四
項
」
を

「
第
七
条
第
二
項
」
に
、「
同
項
の
賃
貸
住
宅
に
つ
き
法
第
十
四
条
第
二
項
」
を
「
同
項
の
賃
貸
住
宅
に
つ
き
法
第
十
四

条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
各
号
中
「
第
十
四
条
第
二
項
」
を
「
第
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項

と
す
る
。

第
十
一
条
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
一
条
の
二

削
除

第
十
一
条
の
三
第
六
項
中
「
第
二
十
五
条
の
八
第
十
一
項
」
を
「
第
二
十
五
条
の
八
第
十
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第

七
項
中
「
第
二
十
五
条
の
八
第
十
一
項
」
を
「
第
二
十
五
条
の
八
第
十
二
項
」
に
、「「
法
第
三
十
七
条
の
十
一
の
二
第

一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
そ
の
旨
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
」
を「「
項
目
別
の
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
項

目
別
の
金
額
、
当
該
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
項
第
四
号
中
「
第
百
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
百
十
三
条
第
二
項
」
に

改
め
、「
並
び
に
」
の
下
に
「
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
」
を
加
え
る
。

第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
八
号
を
削
り
、
同
項
第
九
号
中
「
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
第
七
号
の
」
を
「
第
三
十
四

条
の
二
第
二
項
第
六
号
の
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
第
七
号
」
を
「
第
三
十
四
条
の
二
第
二

項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
第
十
号
中
「
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
第
八
号
の
」
を
「
第

三
十
四
条
の
二
第
二
項
第
七
号
の
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
第
八
号
」
を
「
第
三
十
四
条
の

二
第
二
項
第
七
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
九
号
と
し
、
同
項
第
十
一
号
中「
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
第
九
号
の
」

を
「
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
第
八
号
の
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
第
九
号
」
を
「
第
三
十

四
条
の
二
第
二
項
第
八
号
」
に
改
め
、「
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
（
」
の
下
に
「
平
成
十
年
法
律
第
九
十

二
号
。」を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
項
第
十
二
号
中
「
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
第
十
号
の
」
を
「
第
三

十
四
条
の
二
第
二
項
第
九
号
の
」
に
、「
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
第
十
号
に
規
定
す
る
景
観
整
備
機
構
で
あ
る
旨
」
を

「
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
第
九
号
に
規
定
す
る
景
観
整
備
機
構
で
あ
る
旨
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
三
十
四
条
の

二
第
二
項
第
十
号
」
を
「
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
第
九
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
一
号
と
し
、
同
項
第
十
三

号
中
「
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
第
十
一
号
の
」
を
「
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
第
十
号
の
」
に
改
め
、同
号
ロ
中「
第

ニ

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
し
た
書
類
及
び
同
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
添
付
書
類
並
び
に
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措

置
法
施
行
規
則
第
五
条
に
規
定
す
る
受
理
書

二

前
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
も
の
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
経

済
産
業
大
臣
が
証
明
し
た
書
類

第
五
条
の
十
二
第
五
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
六
項
及
び
第
七
項
を
削
り
、
同
条
第
八
項
中
「
第
四
項
第
二

号
ロ
及
び
ハ
」
を
「
第
三
項
第
二
号
及
び
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
九
項
中
「
第
四
項

第
二
号
ロ
及
び
ハ
」
を
「
第
三
項
第
二
号
及
び
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
す
る
。

第
五
条
の
十
三
中
「
第
五
条
の
十
一
第
二
項
」
を
「
第
五
条
の
十
一
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
十
六
中
「
第
六
条
の
二
の
二
第
二
項
」
を
「
第
六
条
の
二
第
二
項
」
に
、「
第
十
一
条
の
七
第
一
項
」を「
第

十
一
条
の
五
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
十
七
の
見
出
し
を「（
特
定
地
域
に
お
け
る
工
業
用
機
械
等
の
特
別
償
却
）」に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
同
条

第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

施
行
令
第
六
条
の
三
第
五
項
第
二
号
ハ
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
業
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
（
過
疎
地

域
自
立
促
進
特
別
措
置
法（
平
成
十
二
年
法
律
第
十
五
号
）第
三
十
条
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
に
限
る
。）

及
び
当
該
業
務
に
よ
り
得
ら
れ
た
情
報
の
整
理
又
は
分
析
の
業
務
に
係
る
事
業
と
す
る
。

一

商
品
、
権
利
若
し
く
は
役
務
に
関
す
る
説
明
若
し
く
は
相
談
又
は
商
品
若
し
く
は
権
利
の
売
買
契
約
若
し
く
は

役
務
を
有
償
で
提
供
す
る
契
約
に
つ
い
て
の
申
込
み
、
申
込
み
の
受
付
若
し
く
は
締
結
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
契
約

の
申
込
み
若
し
く
は
締
結
の
勧
誘
の
業
務

二

新
商
品
の
開
発
、
販
売
計
画
の
作
成
等
に
必
要
な
基
礎
資
料
を
得
る
た
め
に
す
る
市
場
等
に
関
す
る
調
査
の
業

務

š�›
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